
注意　１．兼任工事の場合は、それぞれの工事の現場代理人等選定通知書に兼任工事名
　　　　　　を記入する。
　　　　２．現場代理人は、請負者と直接的かつ恒常的な雇用関係がわかる資料の写しを
　　　　　　添付する。
　　　　３．技術者については、必要な資格等関係資料の写しを添付する。
　　　　４．すでに契約済みの工事で兼任となる場合は、この選定通知書を提出すること。

 資格

上記によらない資格要件（建設業法第7条第2項）
　　□イ．　3年又は5年以上実務の経験を有する者で、在学中に法令

　　　　　で定める学科を修めた者

 □　監理技術者  指定建設業監理技術者証交付番号　　№　

（携帯電話）

　□ロ．　10年以上実務の経験を有する者

　□ハ．　大臣が上記イ又はロと同等以上の知識及び技術又は技能

　　　　　　を有すると認定した者（昭和47年建設省告示第352号）

氏名及び連絡先 氏名

月

監理技術者

選　定　通　知　書

令和

主任技術者

住　　　　　　所

年

殿大月市長　小林　信保

日

（兼任工事名）

実務経験年数（　　　　　年）

兼任工事の有無

（約款第１０条第２項工事現場への常駐について、特に甲が認めた場合）

無

有

氏　　　　　名

資
　
格
　
等

□　現場代理人 

氏名

連絡先（携帯電話）

□　主任技術者

氏名

連絡先（携帯電話）

請負者

現場代理人

を定めたので、契約書第１０条第１項の規程により通知します。

工　　事　　名

監理技術者

現場代理人

商号又は名称

次のとおり 主任技術者


